
魅力ある環境
明るいマンション生活を考える

発行所／マンション問題総合研究所　　〒336-0017 埼玉県さいたま市南区南浦和3-3-17豊曜ビル2F
編集／マンション問題総合研究所・NPO埼管ネット　　編集人／佐々木　一
Tel 048-887-9921　　事務所Fax 048-887-9924　　相談専用D-Fax 020-4664-6209

埼管ネット 

 
2009年10月15日発行

第91号

全国マンション管理組合連合会（略称　全管連）会員
NPO埼管ネットは全管連を通じて国交省に意見書を提出しています。

秋　号
Autumn

● 8年ぶりにマン管法改正 … p.2
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ダイアパレス大宮七里
さいたま市
1996年 9 月竣工
1棟　 7階建　75戸
第 1回目大規模修繕2009年 7 月完工

ヴェルビュせんげん台
越谷市
1998年竣工
地上10階　地下 1階　173戸
第 1回目大規模修繕2009年 7 月完工
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「
横
領
事
件
を
背
景
」
に
、
平

成
十
三
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
業
者
の
登
録
制
度
の

創
設
等
管
理
業
者
が
管
理
組
合
か

ら
委
託
を
受
け
て
行
う
出
納
業
務

に
お
い
て
、
一
部
の
管
理
業
者
の

横
領
事
件
等
に
よ
り
、
管
理
組
合

の
財
産
が
損
な
わ
れ
る
事
態
が
依

然
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
不
正
事
件
を
重
く
み

た
国
交
省
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施

工
規
則
に
定
め
る
分
別
管
理
の
手

法
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

概
要

⑴　

財
産
の
分
別
管
理

第
87
条
第
3
項
第
1
号
に
お
い

て
、
金
銭
で
あ
る
財
産
の
分
割
管

理
の
方
法
と
し
て
、
①
区
分
所
有

者
等
か
ら
徴
収
さ
れ
た
修
繕
積
立

金
等
金
銭
を
収
納
口
座
に
預
入

し
、
毎
月 

そ
の
月
分
の
修
繕
積
立

金
等
金
銭
か
ら
、
当
該
月
中
の
管

理
事
務
に
要
し
た
費
用
を
控
除
し

た
残
額
を
翌
月
末
日
ま
で
に
、
収

納
口
座
か
ら
保
管
口
座
（
管
理
組

合
名
義
）
に
移
し
換
え
る
方
法
。

②
区
分
所
有
者
等
か
ら
徴
収
さ
れ

た
修
繕
積
立
金
を
保
管
口
座
に
預

入
し
、
預
貯
金
と
し
て
管
理
す
る

と
共
に
、
管
理
費
用
に
充
当
す
る

金
銭
を
収
納
口
座
に
預
入
し
、
毎

月
そ
の
月
分
の
管
理
費
用
か
ら
、

当
該
月
中
の
管
理
事
務
に
要
し
た

費
用
を
控
除
し
た
残
額
を
翌
月
末

日
迄
に
、
収
納
口
座
か
ら
保
管
口

座
に
移
し
換
え
る
方
法
。
③
修
繕

積
立
金
を
管
理
組
合
等
を
名
義
人

と
す
る
収
納
・
保
管
口
座
に
お
い

て
、
預
貯
金
と
し
て
管
理
す
る
方

法
3
種
類
を
定
め
る
事
と
す
る
。

⑵　

保
証
契
約
の
締
結

管
理
業
者
が
⑴
①
又
は
②
の
方

法
の
よ
り
修
繕
積
立
金
等
金
銭
を

管
理
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
原

則
と
し
て
、
当
該
方
法
に
よ
り
区

分
所
有
者
等
か
ら
一
月
分
の
修
繕

積
立
金
等
金
銭
（
②
の
方
法
に
よ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
管
理
費
用
に

充
当
す
る
金
銭
）
の
、
額
の
合
計

額
以
上
の
額
に
つ
き
、
有
効
な
保

証
契
約
を
締
結
す
る
旨
を
定
め
る
。

⑶　

印
鑑
等
の
管
理
の
禁
止

修
繕
積
立
金
等
金
銭
を
、
⑴
①

〜
③
迄
の
方
法
に
よ
り
、
管
理
す

る
場
合
の
保
管
口
座
又
は
、
収
納

保
管
口
座
に
係
る
管
理
組
合
等
の

印
鑑
・
預
貯
金
の
引
き
出
し
カ
ー

ド
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
管

理
業
者
が
管
理
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑷　

会
計
の
収
支
状
況
に
関
す
る

書
面
の
交
付
等

管
理
業
者
が
、
修
繕
積
立
金
等

を
管
理
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

毎
月 

そ
の
月
に
お
け
る
管
理
組

合
の
会
計
の
収
支
状
況
に
関
す
る

書
面
を
作
成
し
、
翌
月
末
日
ま
で

に
当
該
管
理
組
合
の
管
理
者
等
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑸　

立
入
検
査
の
際
の
身
分
証
及

び
業
者
標
識
の
表
記
事
項

総
務
省
行
政
評
価
局
か
ら
検

査
・
調
査
等
業
務
従
事
者
の
身
分

確
認
に
関
す
る
調
査
結
果
の
通
知

を
受
け
て
立
ち
入
り
検
査
の
際
の

身
分
証
明
書
の
表
記
事
項
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

又
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
者
の

登
録
更
新
時
期
を
失
念
し
、
期
限

切
れ
に
よ
っ
て
失
効
と
な
る
物
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
業
者
標

識
の
表
記
事
項
に
つ
い
て
も
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463

「
八
年
ぶ
り
に
マ
ン
管
法
一
部
改
正
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一
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・
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
る
・
債
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
大
切
な

修
繕
積
立
金
の
計
画
的
な
積
立
て
、

適
切
な
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
（
旧

「
住
宅
金
融
公
庫
」
が
、
国
の
認
可

を
受
け
て
発
行
す
る
債
券
で
す
。

・
日
本
経
済
新
聞
社
が
、
埼
管
ネ

ッ
ト
の
加
盟
し
て
い
る
全
国
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会
（
通
称

全
管
連
）
と
、
築
二
十
年
以
上
の

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、「
修
繕
積
立
金
の

滞
納
が
五
割
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
発

生
、
将
来
の
工
事
の
施
工
に
影
を

落
と
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

分
譲
か
ら
数
十
年
経
過
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
多
く
が
、
建
物
の
劣

化
を
押
さ
え
る
修
繕
費
の
不
足
に

直
面
し
て
お
り
、
四
十
三
％
で
、

「
修
繕
積
立
金
が
不
足
し
て
い
る
」

と
回
答
。

老
朽
化
が
進
む
と
、
周
辺
を
含

む
住
環
境
が
悪
化
す
る
恐
れ
も
あ

る
。「

高
齢
予
備
軍
」
と
い
わ
れ
る

築
二
十
年
以
上
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
を
対
象
に
し
た
全
国
調
査
は
こ

れ
が
初
め
て
と
の
事
で
あ
る
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
十
〜
十
五
年
周

期
で
外
壁
舗
装
や
給
排
水
管
工
事

な
ど
大
規
模
修
繕
が
必
要
で
、
管

理
組
合
が
各
、
区
分
所
有
者
か

ら
、
月
数
千
円
〜
数
万
円
の
積
立

金
を
徴
収
す
る
の
が
一
般
的
。

調
査
で
は
、
修
繕
積
立
金
が
計

画
よ
り
「
や
や
不
足
」
又
は
、「
か

な
り
不
足
」
と
回
答
し
た
管
理
組

合
は
、
四
十
三
・
四
％
に
達
し
た
。

一
、
募
集
に
つ
い
て

⑴　

積
み
立
て
は
、
毎
年
一
回
、

同
一
積
み
立
て
口
数
に
よ
り
十

年
間
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑵　

一
回
あ
た
り
の
積
立
口
数

は
、
原
則
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン

全
体
の
一
年
あ
た
り
の
修
繕
積

立
金
額
の
範
囲
内
で
一
口
を
五

十
万
円
単
位
と
し
て
複
数
口
応

募
で
き
ま
す
。

⑶　

今
年
度
の
募
集
口
数
は
、
一

口
当
た
り
の
積
立
額
は
、
五
十

万
円
で
、
合
計
十
万
口
、
五
百

億
円
で
す
。
こ
の
口
数
を
超
え

る
応
募
が
あ
る
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。

二
、
積
立
て
が
で
き
る
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
条
件

⑴　

管
理
規
約
に
、
①
管
理
の
対

象
と
な
る
敷
地
・
建
物
・
付
属

施
設
及
び
共
用
部
分
の
範
囲
、

②
区
分
所
有
者
の
管
理
費
及
び

修
繕
積
立
金
の
納
入
義
務
、 

③

修
繕
積
立
金
の
使
途
・
範
囲

は
、
計
画
的
修
繕
等
に
制
限
、

④
修
繕
積
立
金
と
管
理
費
の
区

分
経
理
、
⑤
業
務
と
し
て
、
敷

地
共
用
部
分
及
び
付
属
施
設
の

修
繕
・
変
更
の
規
定
、
⑥
収
支

決
算
・
収
支
予
算
・
管
理
費
の

額
及
び
徴
収
方
法
並
び
に
計
画

的
修
繕
等
に
係
る
借
入
及
び
修

繕
積
立
金
の
取
り
崩
し
が
総
会

の
決
議
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑵　

長
期
修
繕
計
画
は
、
①
計
画

期
間
は
、
二
十
年
以
上
、
②
原

則
と
し
て
、
外
壁
補
修
・
屋
根

補
修
・
給
水
管
及
び
排
水
管
の

補
修
工
事
に
係
る
修
繕
予
定
時

期
及
び
予
定
工
事
金
額
が
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑶　

応
募
を
行
う
年
度
の
収
支
予

算
に
お
い
て
、
修
繕
積
立
金
の

一
戸
当
た
り
の
平
均
月
額
が
、

建
物
の
竣
工
か
ら
経
過
年
数
に

応
じ
て
、
違
い
ま
す
。

・
以
下
の
平
均
月
掛
け
以
上
、
積

立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。「
平
均
専
用
面
積
五
十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
み
で
記
載
」

・
但
し
、
長
期
有
料
住
宅
の
設
定

を
受
け
て
い
る
場
合
、
こ
の
要
件

は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
以
下
・
月
掛
・
一
戸
あ
た
り

①
五
年
未
満　

・
五
千
円

②
十
年
未
満　

・
七
千
円

③
十
七
年
未
満
・
九
千
円

④
十
七
年
以
上
・
壱
万
円

（
注
）

「
新
年
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま

い
る
・
債
」
の
詳
し
い
情
報
を
希

望
さ
れ
ま
す
方
は
、
下
記
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
東
京
都
文
京
区
後
楽
一
〜
四
〜

十　

電
話
〇
三
│
五
八
〇
〇
│

八
一
〇
四

※
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
支
援
グ
ル
ー

プ
の　

市
川
・
磯
崎
両
氏
ま
で

 
事
務
局　

佐
々
木

平
成
二
十
一
年
度
「
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
る
・
債
」
の

募
集
は
、
終
了
し
ま
し
た
。
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大
規
模
修
繕
工
事

よ
り
良
い
対
策
事
例

 

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
研　

 
理
事
長　

喜
田
大
三

こ
こ
に
登
場
す
る
七
階
建
て
の

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
三
十
数
年
前
の

昭
和
五
十
年
に
つ
く
ら
れ
、
百
世

帯
に
分
譲
さ
れ
ま
し
た
。

分
譲
会
社
が
委
託
管
理
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
自

主
管
理
の
管
理
組
合
が
正
式
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
合
発
足
二
年
目
に
第
一
回
の

大
規
模
修
繕
、
そ
の
後
、
鉄
枠
フ

ェ
ン
ス
の
塗
装
修
繕
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
際
、
予
期
せ
ぬ
手
法
で

問
題
を
解
決
し
て
い
ま
す
。

◎
施
工
会
社
を
技
術
指
導

竣
工
十
二
年
後
の
昭
和
六
十
二

年
に
、
外
壁
、
屋
上
、
鉄
部
な
ど

の
第
一
回
の
大
規
模
な
修
繕
工
事

を
施
工
し
ま
し
た
。

管
理
の
素
人
集
団
の
組
合
は
、

元
管
理
会
社
の
紹
介
と
要
望
も
あ

っ
て
、
地
域
の
塗
装
会
社
に
設
計

施
工
を
発
注
し
ま
し
た
。
施
工
会

社
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
験
が
少

な
い
、
ま
た
材
料
メ
ー
カ
ー
に
も

相
談
し
て
い
ま
し
た
。

同
時
期
に
5
名
の
修
繕
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

Ａ
：
こ
ん
な
施
工
会
社
で
工
事
は

大
丈
夫
か
な
？

Ｂ
：
請
け
負
う
か
ら
に
は
、
責
任

も
っ
て
工
事
す
る
の
で
は
。

Ｃ
：
ゼ
ネ
コ
ン
の
友
達
に
相
談
し

て
み
る
。

ゼ
ネ
コ
ン
の
修
繕
担
当
の
技
術

者
は
、
Ｃ
の
依
頼
を
無
料
で
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

修
繕
技
術
者
は
補
足
調
査
を
し

て
、
工
法
内
容
を
再
検
討
。
組
合

も
、
追
加
工
事
に
は
工
事
費
を
増

額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
修
繕
技
術
者
は
、
も
っ

と
も
大
事
な
下
地
処
理
を
丁
寧
に

指
導
。
施
工
会
社
も
技
術
向
上
の

た
め
率
直
に
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
例
え
ば
外
壁
の
塗
膜

の
付
着
は
極
め
て
良
好
で
し
た
。

お
わ
り
に
、
二
十
数
年
前
の
修

繕
工
事
を
現
代
の
発
注
方
式
に
あ

て
は
め
て
解
説
し
ま
す
。

自
主
管
理
の
組
合
は
、
元
管
理

会
社
に
施
工
会
社
を
紹
介
さ
れ
責

任
施
工
を
期
待
。
し
か
し
不
安
に

な
り
、
一
級
建
築
士
な
ど
に
委
託

す
る
設
計
監
理
方
式
の
初
歩
的
な

手
法
を
工
夫
・
採
用
し
て
、
工
事

を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

◎
ゴ
ン
ド
ラ
足
場
を
採
用

七
階
建
て
の
各
階
は
、
一
本
の

開
放
廊
下
に
面
し
て
、
十
五
な
い

し
十
四
戸
の
住
宅
。
廊
下
外
側
に

は
、
転
落
防
止
と
防
火
の
た
め
の

鉄
枠
と
大
平
板
の
フ
ェ
ン
ス
。

開
放
廊
下
は
西
北
に
面
し
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
、
鉄
枠
の
塗
装
も
劣

化
し
、
し
だ
い
に
鉄
は
腐
食
。
塗

装
七
年
後
、
大
平
板
の
外
面
に
鉄

枠
か
ら
の
茶
色
の
サ
ビ
汁
が
た
れ

下
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
主
管
理
の
組
合
で
は
、
理
事

会
の
関
心
と
能
力
が
非
常
に
重
要

で
す
。
鉄
サ
ビ
の
処
置
は
先
送
り

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

塗
装
十
年
後
の
平
成
九
年
、
通

常
総
会
に
、
鉄
サ
ビ
が
や
っ
と
取

り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

議
案
『
廊
下
の
鉄
枠
フ
ェ
ン
ス

を
ア
ル
ミ
製
に
交
換
』

要
す
る
に
、
鉄
が
腐
食
し
た
か

ら
、
さ
び
に
く
い
ア
ル
ミ
フ
ェ
ン

ス
に
取
り
か
え
る
。

会
場
で
は
、
活
発
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
枠
フ
ェ
ン
ス

は
、
ま
だ
使
用
で
き
る
。
鉄
枠
の

隙
間
に
雨
水
が
し
み
こ
ん
で
、
鉄

が
ひ
ど
く
さ
び
て
い
る
。
雨
水
の

し
み
こ
み
を
防
い
で
、
鉄
枠
フ
ェ

ン
ス
を
定
期
的
に
塗
装
修
繕
す
れ

ば
、
ア
ル
ミ
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
か

え
な
く
て
よ
い
。

会
場
出
席
者
は
議
案
に
反
対
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
会
場
欠
席
者

が
賛
成
し
て
い
た
の
で
、
議
案
は

可
決
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
年
度
の
理
事
会

が
、
工
事
の
足
場
代
を
安
く
で
き

る
な
ら
、
塗
装
修
繕
を
検
討
し
て

も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鋼
製
枠
組
の
足
場
代
は
高
く
、

工
事
費
の
約
三
十
五
％
で
す
。
二

ヶ
月
間
、
種
々
検
討
し
た
結
果
、

ゴ
ン
ド
ラ
を
採
用
す
れ
ば
、
足
場

代
が
工
事
費
の
約
二
十
％
に
な

り
、
工
事
費
は
約
十
五
％
も
安
く

で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
臨
時
総
会
で
、
議
案

『
ゴ
ン
ド
ラ
足
場
に
よ
る
鉄
枠
フ

ェ
ン
ス
の
塗
装
修
繕
』
を
可
決
、

同
年
秋
に
施
工
し
ま
し
た
。

施
工
し
な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
使

用
可
能
な
鉄
枠
フ
ェ
ン
ス
を
塗
装

修
繕
し
な
い
で
、
ア
ル
ミ
製
に
交

換
し
よ
う
と
し
た
の
か
？

長
年
の
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
社
会
で
、
物
を
浪

費
す
る
感
覚
に
な
り
、
フ
ェ
ン
ス

の
交
換
を
考
え
た
よ
う
で
す
。

現
在
は
、
合
理
的
な
省
エ
ネ
・

省
資
源
の
環
境
時
代
で
す
。
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長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
法

に
つ
い
て

国
土
交
通
省
は
、
住
宅
を
長
期

に
わ
た
り
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
住
宅
に
対
す
る
負
担

を
軽
減
し
、
よ
り
豊
か
で
よ
り
優

し
い
暮
ら
し
へ
の
転
換
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
6

月
「
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進

法
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

使
用
す
る
た
め
の
構
造
及
び
設
備

（
劣
化
対
策
・
耐
震
性
・
省
エ

ネ
・
維
持
管
理
や
更
新
の
容
易
性

等
）
居
住
環
境
へ
の
配
慮
、
住
戸

面
積
な
ど
一
定
の
基
準
に
達
し
て

い
る
物
を
云
い
、
価
格
も
2
〜
3

割
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
18
年
に
施
行
さ

れ
た
「
住
生
活
基
本
法
」
の
ス
ト

ッ
ク
重
視
の
住
宅
政
策
に
転
換
し

た
流
れ
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
1

0
0
年
い
や
2
0
0
年
と
い
う
長

期
間
維
持
で
き
る
住
宅
を
普
及
・

促
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

一
方
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
も

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
せ
る
よ
う

な
も
の
は
認
定
さ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
別
途
の
認
定
基
準
で
も
示
さ

れ
な
い
限
り
現
実
に
は
無
理
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
、
長
期
優
良
住
宅
に
は
、
長

持
ち
さ
せ
る
こ
と
や
市
場
流
通
性

を
持
た
せ
る
為
、「
住
宅
履
歴
情

報
」
と
い
う
記
録
を
作
成
・
保
存

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
履
歴
情
報
と
は
、
同

法
第
11
条
で
、「
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
長

期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保

全
の
状
況
に
関
す
る
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
認
定
住
宅
の
保

存
を
義
務
づ
け
る
べ
き
履
歴
情
報

と
し
て
、
①
法
律
上
の
規
定
に
よ

り
生
成
さ
れ
る
情
報
（
認
定
申
請

書
）
②
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計

画
に
基
づ
い
て
生
成
さ
れ
る
情
報

（
点
検
・
調
査
・
修
繕
等
）
が
想

定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
「
住
宅
履

歴
情
報
整
備
検
討
委
員
会
」
で
あ

る
き
履
歴
情
報
及
び
住
宅
流
通
の

促
進
、
さ
ら
に
は
災
害
や
事
故
等

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
新
規
に
建
築

さ
れ
る
も
の
は
、
認
定
基
準
に
合

う
も
の
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
し
よ
う
が
、
既
存
住
宅
で
相

当
の
築
年
を
経
て
い
る
建
物
は
、

認
定
基
準
が
ど
う
で
あ
れ
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
ク
リ
ア
で
き
な
い
も
の
は
、
建

て
替
え
と
い
う
短
絡
な
つ
な
が
り

に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
な
施
策
な

い
し
、
支
援
策
を
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
快
適
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
の

た
め
に
」

マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
有
部
分
は
、

区
分
所
有
者
の
意
思
で
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
は
と
い
う
と

共
用
部
分
の
大
規
模
修
繕
工
事
な

ど
多
く
の
入
居
者
の
合
意
形
成
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
皆
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
建
物
の
老
朽

化
の
程
度
が
わ
か
ら
な
い
、
ま
た
、

施
工
業
者
に
任
せ
て
も
具
体
的
な

工
事
内
容
の
検
討
が
で
き
な
い
、

工
事
費
用
の
資
金
計
画
の
立
案
も

で
き
な
い
、
何
か
ら
手
が
け
て
よ

い
の
か
も
分
ら
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

建
設
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
無

か
っ
た
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分

の
劣
化
、
給
排
水
設
備
や
そ
の
他

の
設
備
の
老
朽
化
を
食
い
止
め
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
起
こ
さ
せ

な
い
為
に
も
早
期
に
補
修
工
事
を

行
う
こ
と
が
建
物
を
長
持
ち
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
共
用
部
分
の
修
繕
を
予

め
把
握
す
る
た
め
に
20
〜
30
年
程

度
の
期
間
を
見
越
し
て
、
①
何
年

後
に
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
修
繕
す
る
の
か
？　

②
い
く

ら
費
用
が
か
か
る
の
か
？　

③
そ

の
費
用
を
ど
う
負
担
し
合
う
の
か

な
ど
を
決
め
た
長
期
修
繕
計
画
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

・
建
築
物
は
い
ろ
い
ろ
な
資
材
が

様
々
な
性
格
と
耐
用
年
数
を
合
わ

せ
持
ち
構
成
さ
れ
て
い
て
、
安

全
・
安
心
な
居
住
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
点

検
、
計
画
的
な
修
繕
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

又
、
長
期
修
繕
計
画
を
作
成
す

る
上
で
必
要
な
の
が
劣
化
診
断
で

す
。

・
劣
化
診
断
は
、
人
間
に
例
え
る

と
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
よ

う
な
物
で
す
。

故
障
や
問
題
が
起
き
た
時
、
場

当
た
り
的
に
行
う
修
繕
よ
り
事
前

に
計
画
を
立
て
、
問
題
発
生
前
に

修
繕
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
コ
ス

ト
削
減
に
も
な
り
ま
す
。

 
事
務
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今
日
、
環
境
問
題
は
私
た
ち
が

生
活
し
て
行
く
上
で
、
最
も
優
先

順
位
の
高
い
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
皆
さ

ん
ご
承
知
の
よ
う
に
「
京
都
議
定

書
」
の
決
議
の
目
標
設
定
が
根
拠

に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
京
都
議
定
書
の
概
要
】

1
9
9
7
年
12
月
11
日
、
京
都

市
で
「
第
3
回
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
3
）」

が
開
か
れ
、
こ
の
会
議
の
中
で
議

決
し
た
議
定
書
を
、「
京
都
議
定

書
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
議
定
書

は
、
1
9
9
2
年
に
開
催
さ
れ
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
気

候
変
動
枠
組
条
約
（
地
球
温
暖
化

防
止
条
約
）」
の
締
約
国
の
う
ち
、

先
進
国
（
東
欧
を
含
む
38
カ
国
と

欧
州
委
員
会
）
に
そ
れ
ぞ
れ
目
標

量
を
示
し
て
6
種
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
ま
た
は
抑
制
を
義
務
づ

け
、
そ
の
達
成
時
期
を
定
め
て
い

る
も
の
で
、
1
9
9
0
年
を
基
準

年
と
し
て
国
別
に
削
減
目
標
数
値

を
定
め
、
世
界
が
協
力
し
て
約
束

期
間
内
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
政
策
転
換
が
急
務
】

日
本
国
内
の
数
値
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
各
省
庁
が
横
断
的

な
考
え
を
軽
視
し
、
個
々
バ
ラ
バ

ラ
な
対
策
を
講
じ
て
来
た
結
果
と

し
て
の
つ
け
が
、
表
面
化
し
て
お

り
環
境
問
題
へ
の
予
算
の
配
分
も

根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
数
年
前
に
循
環
型
社

会
構
築
へ
の
対
応
と
し
て
、
全
国

各
地
で
深
刻
化
す
る
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
問
題
を
受
け
て
、
国

か
ら
都
道
府
県
へ
の
原
状
回
復
を

図
る
支
援
に
ま
わ
さ
れ
る
予
算
等

の
増
額
や
「
ア
ジ
ア
資
源
循
環
推

進
構
想
事
業
」
が
、
前
年
度
と
比

較
し
て
急
激
な
増
額
に
な
っ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
自
治
体

に
集
ま
っ
た
大
量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ご
み
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

に
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
問
題
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
増
額
予
算
に

よ
る
国
境
を
超
え
た
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
、
安
易
な
大

量
リ
サ
イ
ク
ル
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
様
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
＝
全

て
が
エ
コ
」
と
言
う
短
絡
的
な
誤

っ
た
、
考
え
を
浸
透
さ
せ
て
し
ま

う
事
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

【
建
築
分
野
の
政
策
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
断
熱
化
】

昨
今
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
税
金
を
使
っ
て
不
況
の
建
て
直

し
を
図
る
目
的
で
「
日
本
版
グ
リ

ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
公

共
的
な
施
設
に
集
中
し
て
矢
継
ぎ

早
に
旧
政
権
下
で
助
成
が
進
め
ら

れ
て
来
ま
し
た
が
、
ど
う
見
て
も

税
金
の
垂
れ
流
し
と
し
か
思
え
な

い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
で
省
エ

ネ
化
に
目
を
向
け
る
べ
き
は
、
日

中
し
か
稼
働
し
て
い
な
い
施
設
で

は
な
く
、
二
十
四
時
間
稼
動
し
て

い
る
住
宅
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
戸
建
住
宅
で
は
外
断
熱

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
残
念
な
が

ら
殆
ど
話
は
聞
き
ま
せ
ん
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
外
断
熱
の
普
及
率
は
北

海
道
の
よ
う
な
寒
冷
地
で
も
意
外

と
進
ん
で
い
な
い
の
で
す
。
何
故

な
ら
ば
、
断
熱
性
能
は
、
内
断
熱

で
も
一
部
の
問
題
を
除
け
ば
木
造

住
宅
よ
り
遥
か
に
Ｒ
Ｃ
造
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
方
が
断
熱
性
能
は
高
い

か
ら
で
す
。

一
方
、
外
部
環
境
の
影
響
を
受

け
る
外
壁
の
性
質
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
木
造
と
で
比
較
し
た
場

合
、
決
定
的
に
違
う
要
素
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
熱
を
蓄
え
る
能
力

で
す
。
暑
い
夏
の
日
昼
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
外
部
の
熱
を
蓄
え
、
夜

に
な
る
と
熱
を
大
気
中
に
放
出
し

ま
す
。
こ
の
作
用
は
室
内
側
の
断

熱
が
不
十
分
で
あ
る
と
室
内
へ
も

蓄
え
ら
れ
た
熱
が
伝
わ
る
こ
と
に

な
り
夜
も
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
省
エ
ネ
の
効
率
化
を
考
え
、

長
い
目
で
み
れ
ば
、
既
存
マ
ン
シ

ョ
ン
の
開
口
部
や
外
壁
の
断
熱
化

を
促
進
す
る
事
は
重
要
で
あ
り
、

個
々
人
が
出
来
う
る
事
を
徹
底
す

る
文
化
の
確
立
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

 

白
倉

本社　川崎市川崎区大川町8-1　　　　

　　　ＴＥＬ 044-366-4807(営業部)

　　　ＦＡＸ 044-366-4810

　　　ＵＲＬ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｉｎｙｏ.ｃｏｍ
シンヨー株式会社

Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
エ
コ
）
本
当
に
地
球
に
や
さ
し
い
対
策

と
は
何
な
の
か
？
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本
庄
宿
は
、
武
蔵
国
中
山
道
十

番
目
の
最
終
宿
で
す
。

宿
は
東
台
四
丁
目
が
東
の
入
口

で
、
西
端
の
「
金
鑚
神
社
」
ま
で

十
七
町
三
五
間
（
一
八
〇
〇
米

強
）
江
戸
か
ら
八
四
キ
ロ
強
の
道

程
で
深
谷
宿
と
共
に
二
泊
目
の
投

宿
地
で
し
た
。

本
庄
宿
の
由
来
は
、
武
蔵
七
党

中
、
児
玉
党
の
一
族
で
あ
る
「
庄

太
郎
」
が
、
一
ノ
谷
合
戦
の
武
勲

の
恩
賞
で
こ
の
地
に
定
着
し
、
庄

家
の
本
家
筋
に
当
た
る
の
で
、
地

名
を
「
本
庄
」
と
定
め
た
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。

一
五
五
六
年
に
、
本
庄
実
忠
が

民
家
も
な
に
も
な
い
荒
涼
の
地
に

築
城
し
、
上
州
新
田
郡
よ
り
農
民

を
移
住
さ
せ
、
城
下
町
を
形
成
し

ま
し
た
。

武
蔵
国
と
上
野
国
の
国
境
の
神

流
川
を
ひ
か
え
、
交
通
の
要
所
で

も
あ
り
、
天
保
十
四
年
調
査
で
は

戸
数
一
二
一
二
軒
、
人
口
四
五
五

四
人
と
激
増
し
、
当
時
中
山
道
の

宿
駅
中
、
戸
数
人
口
共
に
抜
群
の

一
位
を
占
め
、
旅
籠
も
七
十
軒
を

か
ぞ
え
、
深
谷
、
塩
尻
、
草
津
に

次
い
で
第
四
位
で
し
た
。
現
在
の

本
庄
市
の
街
並
み
か
ら
は
想
像
の

で
き
な
い
こ
と
で
、
宿
駅
制
度
の

崩
壊
と
共
に
、
生
産
性
の
な
い
消

費
の
み
に
頼
っ
た
街
の
末
路
を
見

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

高
崎
本
線
本
庄
駅
が
開
業
し
た

の
は
明
治
十
七
年
で
、
車
輪
喧

騒
、
煙
突
か
ら
の
粉
塵
や
火
の
粉

に
恐
れ
を
な
し
、
敷
設
の
反
対
運

動
が
起
こ
り
、
宿
か
ら
五
〇
〇
米

以
上
離
れ
た
田
畑
の
中
に
駅
舎
を

建
て
る
こ
と
で
妥
協
し
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

本
庄
宿
の
還
構
は
、
明
治
一
六
年

に
建
て
ら
れ
た
警
察
署
が
、
今
は

公
民
館
と
な
り
、
そ
の
前
に
田
村

本
陣
の
門
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

宿
の
終
点
の
「
金
鑚
神
社
」
の

角
を
右
折
し
、
宿
を
出
た
中
山
道

は
、
激
し
い
屈
折
も
な
く
坦
々
と

し
た
往
還
で
、
当
時
の
道
幅
三
間

位
（
五
〜
六
米
）
を
保
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
を
描
写
し

て
、
古
書
に
は

〝
惣
じ
て
此
の
辺
り
に
は
、
園

に
桑
を
栽
え
、
家
宅
に
は
蚕
養
を

営
み
、
繭
を
と
り
、
こ
れ
を
煮
て

糸
を
操
り
、
功
を
積
て
絹
を
織

る
〞
と
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

で
も
畑
の
周
囲
に
桑
の
木
を
植

え
、
養
蚕
の
盛
ん
な
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。

か
つ
て
本
庄
は
繭
の
集
散
地
と

し
て
全
国
一
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
神
保
原
駅
か
ら
中
山
道
に

突
き
当
た
る
あ
た
り
に
「
仲
屋
」

と
看
板
を
出
し
た
旅
籠
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
本
庄
宿
と

次
の
上
州
新
町
宿
の
中
間
に
な
り

人
馬
の
休
憩
す
る
「
石
場
の
立

場
」
だ
っ
た
と
云
い
ま
す
。

立
場
か
ら
国
道
を
横
切
り
右
側

に
出
ま
す
と
人
家
が
疎
ら
に
な
り

旧
中
山
道
の
た
た
ず
ま
い
の
中
を

一
キ
ロ
程
進
む
と
、
右
側
に
質
素

な
鎮
守
様
と
い
う
感
じ
の
「
八
幡

宮
」
が
あ
り
、
境
内
左
側
に
〝
遥

拝
地
〞
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
榛
名
山
の
秀
峰
に
向

か
っ
て
豊
作
を
祈
念
し
て
い
た
と

云
い
ま
す
。
今
で
も
そ
こ
に
立
っ

て
み
る
と
、
前
方
は
広
々
と
開
け

て
霊
峰
か
何
か
判
ら
な
い
け
ど
、

遠
く
の
山
脈
を
望
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。

勅
使
河
原
の
「
大
光
寺
」
の
境

内
に
、
英
泉
画
に
描
か
れ
て
い
る

「
神
流
川
の
常
夜
灯
」
が
保
存
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

武
蔵
国
と
上
野
国
の
国
境
を
流

れ
る
神
流
川
は
当
時
、
河
原
を
含

め
た
川
幅
は
五
十
四
米
強
で
中
州

に
よ
っ
て
流
れ
は
二
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
。
本
庄
寄
り
の
流
れ

は
早
か
っ
た
の
で
仮
橋
が
架
け
ら

れ
、
新
町
側
は
徒
歩
で
渡
っ
て
い

た
ら
し
い
で
す
。

橋
を
渡
っ
た
群
馬
県
側
の
三
米

位
の
石
碑
に
「
神
流
川
古
戦
場
跡

碑
」
と
筆
太
に
陰
刻
し
て
あ
り
ま

す
。
神
流
川
合
戦
は
、
一
五
八
二

年
に
前
橋
の
滝
川
一
益
（
信
長
の

重
臣
）
と
、
小
田
原
の
北
条
氏
政

と
の
争
い
で
、
そ
の
規
模
は
川
中

島
の
合
戦
と
同
等
の
大
合
戦
だ
っ

た
ら
し
い
け
ど
、
史
上
の
知
名
度

は
低
い
よ
う
で
す
。

 
（
小
島　

次
郎
） 神流川渡場（英泉画）

連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑫

 
│
本
庄
市
（
本
庄
宿
）│
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　超高層マンションにお住まいの方へ、アンケート調査を実施しております。
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マンション Life
バックナンバー

ユーザー名
saikan-user
パスワード
9115

【
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
】

1
．『
マ
ン
シ
ョ
ン
開
口
部
の
断

熱
化
に
つ
い
て
』

い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
住

環
境
に
お
け
る
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
地
球
に

や
さ
し
い
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
大

規
模
改
修
に
お
け
る
サ
ッ
シ
ュ
の

断
熱
化
事
例
（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
）

と
、
簡
単
な
高
断
熱
ガ
ラ
ス
へ
の

交
換
事
例
（
日
本
板
硝
子
Ｂ
Ｐ
）

等
の
紹
介
を
行
い
、
大
規
模
改
修

時
や
個
々
の
住
居
単
位
で
行
え

る
、
一
歩
進
ん
だ
省
エ
ネ
化
メ
ニ

ュ
ー
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

2
．『
公
開
座
談
会
マ
ン
シ
ョ
ン

何
で
も
相
談
』

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
頂
く
皆

さ
ん
全
員
で
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。『
マ
ン
シ
ョ
ン
開
口
部
の

断
熱
化
に
つ
い
て
』
で
紹
介
し
た

事
例
を
実
際
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？　

な
ど
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
行

き
ま
す
。
勉
強
会
の
場
と
し
て
大

い
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

参
加
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
埼

管
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
参
照

頂
く
か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ

ッ
ト
会
員
は
参
加
費
無
料
で
す
）

※
事
務
局
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
の
改

正
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
役
員
さ

ん
は
ち
ょ
っ
と
注
目
し
て
下
さ
い
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
皆
さ
ん
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
実
態
に
則
し
た
内

容
に
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
で
す
。

次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
、

改
正
の
検
討
が
必
要
で
す
。

①
入
居
時
の
ま
ま
規
約
の
見
直
し

が
さ
れ
て
い
な
い
。

②
規
約
に
居
住
者
間
の
利
害
の
公

平
性
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
内

容
が
あ
る
。

③
ル
ー
ル
化
し
な
い
で
今
迄
の
流

れ
や
慣
習
で
済
ま
せ
て
お
り
、

規
約
を
無
視
し
て
い
る
。

④
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
対
策
に
耐

え
ら
れ
る
か
心
配
だ
。

⑤
定
期
的
見
直
し
を
実
施
し
て
い

な
い
。

⑥
居
住
者
の
諸
問
題
に
対
抗
で
き

る
規
約
に
な
っ
て
い
な
い
。

⑦
規
約
以
外
の
具
体
的
な
使
用
細

則
等
が
欠
け
て
い
る
。

【
埼
管
ネ
ッ
ト
で
は
、
改
正
の
手

順
や
具
体
的
な
進
め
方
等
に
つ
い

て
相
談
に
乗
り
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
限

定
・
一
部
有
料
】

ホームページからの情報発信  http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください

第
35
回 

秋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
実
践

セ
ミ
ナ
ー
と
座
談
会
の
ご
案
内

日　

時　

11
月
3
日
（
火
・
祝
）
開
催

　
　
　
　
　
　

13
時
00
分
開
場　

13
時
15
分
講
演
開
始

場　

所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
浦
和
駅
東
口
パ
ル
コ
10
階　

第
13
集
会
室
）
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